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続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
秋
田
県
生
活

衛
生
課
の
庄
司
浩
久
課
長
が
「
職
員
の
皆

さ
ま
に
は
引
き
続
き
安
全
な
管
理
を
お
願

い
し
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
来
て

に
ぎ
や
か
な
声
に
包
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
」
と
述
べ
、
マ
タ
ギ
の
里
観
光
開

発
株
式
会
社
の
仲
澤
弘
昭
代
表
取
締
役
は

「
く
ま
く
ま
園
と
協
力
体
制
を
整
え
、
末

永
く
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
願
っ
て
い

る
」
と
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
の
大
阿
仁
保
育
園
の
園
児

た
ち
が
「
く
ま
さ
ん
、
た
く
さ
ん
食
べ
て
、

た
く
さ
ん
遊
ん
で
大
き
く
な
っ
て
ね
。
そ

し
て
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
元
気
よ
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
し
、
セ

レ
モ
ニ
ー
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
最
後
に

津
谷
市
長
や
来
賓
の
方
々
、
園
児
の
代
表

者
4
人
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
開
園
を

喜
び
合
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
寒
さ
が
感

じ
ら
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
開
園

を
待
ち
わ
び
て
い
た
地
元
の
保
育
園
児
や

家
族
連
れ
が
次
々
と
入
園
し
、
上
手
に
お

ね
だ
り
を
す
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
へ
餌
を
あ

げ
た
り
、
大
き
な
ヒ
グ
マ
を
興
奮
し
た
様

子
で
観
察
し
た
り
、
今
年
生
ま
れ
た
こ
ぐ

ま
の
名
前
を
考
え
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

く
ま
く
ま
園
今
季
オ
ー
プ
ン

子
ど
も
た
ち
の
に
ぎ
や
か
な
声
で
溢
れ
る

遺
跡
と
し
て
、
平
成
13
年
１
月
29
日
に
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
遺
跡
の
一
般
公
開
は
10
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
入
場
料
は
無
料
で
す
が
、

縄
文
館
で
受
付
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
土
日
祝
日
及
び
予
約
の
あ
っ
た

平
日
は
、
伊
勢
堂
岱
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
会
員
が
ガ
イ
ド
案
内
を
無
料
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　

４
月
27
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
は
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
が
遺
跡
や
縄
文
館
の
案

内
を
す
る
伊
勢
堂
岱
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
活
動
し
ま
し
た
。

伊
勢
堂
岱
遺
跡
公
開

遺
跡
に
春
到
来
、
ガ
イ
ド
活
躍

来
栄
え
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
ク
ラ
シ
カ
ル
部
門
で
は

春
日
憲
子
さ
ん
（
五
味
堀
）、
ア
レ
ン
ジ

部
門
で
は
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
家
庭
ク
ラ

ブ
が
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。
表

彰
の
あ
と
、
審
査
委
員
長
の
虻
川
副
市
長

が
「
今
年
も
力
の
入
っ
た
、
工
夫
、
ア
レ

ン
ジ
を
凝
ら
し
た
バ
タ
ー
餅
を
出
品
し
て

い
た
だ
い
た
。
来
年
以
降
も
出
品
を
お
願

い
し
た
い
。
第
8
回
Ｂ
Ｍ

－

1
グ
ラ
ン
プ

リ
が
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
盛
大
に
開
催
で
き
た
こ
と
に
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
る
」
と
講
評
を
述
べ
、

閉
会
し
ま
し
た
。

第
８
回
「
Ｂ
Ｍ

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

工
夫
を
凝
ら
し
た
ア
レ
ン
ジ
が
光
る

◇
４
月
16
日
〜
５
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

４
月
16
日（
火
）

17
日（
水
）

18
日（
木
）

19
日（
金
）

20
日（
土
）

23
日（
火
）

24
日（
水
）

25
日（
木
）

26
日（
金
）

27
日（
土
）

５
月
７
日（
火
）

８
日（
水
）

９
日（
木
）

10
日（
金
）

13
日（
月
）

14
日（
火
）

15
日（
水
） ▽

北
秋
田
市
防
犯
協
会
総
会
懇
親
会（
あ
ゆ
っ
こ
）

▽
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
業
務
ヒ
ア
リ
ン
グ（
第
二
庁
舎
）

▽
北
秋
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
平
成
30
年
修
了
式
・
平
成
31
年
度

入
校
式（
第
二
庁
舎
）

▽
秋
田
県
樺
細
工
発
祥
の
地
記
念
碑
除
幕
式（
鎌
沢
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
）▽「
北
秋
田
森
吉
山
ウ
エ
ル
カ
ム
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー（
阿
仁
合
駅
舎
）▽
秋
田
内
陸
線「
全
線
開
業
30
周

年
」記
念
式
典・講
演
会（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
）

▽
第
57
回
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン
・
大
館
北
秋
田
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
開

会
式（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
秋
田
国
道
協
議
会
通
常
総
会
・
意
見
交
換
会（
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ

テ
ル
）

▽
北
秋
田
市
農
業
再
生
協
議
会
通
常
総
会（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
地
区

保
護
司
会
通
常
総
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

▽
第
１
７
２
回
秋
田
県
市
長
会
定
例
会（
湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

▽
第
８
回
Ｂ
Ｍ

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ（
ク
ウ
ィ
ン
ス
森
吉
）▽
北
秋
田
市

商
工
会
青
年
部
通
常
総
会
懇
親
会（
あ
ゆ
っ
こ
）

▽
く
ま
く
ま
園
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー（
同
所
）▽
北
秋
田
市
観

光
物
産
協
会
桜
を
観
る
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

▽
地
域
お
こ
し
協
力
隊 

米
倉
信
人
氏　

委
嘱
状
交
付
式（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
地
区
更
正
保
護
女
性
の
会
総
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
大
館
市
観
光
交
流
施
設「
秋
田
犬
の
里
」グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
式
典

（
同
所
屋
外
特
設
ス
テ
ー
ジ
）

▽
北
秋
田
市
身
体
障
害
者
協
会
総
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）▽
森

吉
山
野
生
鳥
獣
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
総
会（
第
二
庁
舎
）

▽
春
の
交
通
安
全
運
動
北
秋
田
地
区
総
決
起
集
会（
北
欧
の
杜
公
園
）

▽
北
秋
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
）

▽
北
秋
田
市
日
本
遺
産
事
業
推
進
協
議
会
総
会（
阿
仁
庁
舎
）

▽
教
育
委
員　
佐
藤
英
樹
氏　
任
命
書
交
付
式（
本
庁
舎
）

▽
第
１
７
４
回
東
北
市
長
会
総
会（
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
）

　
く
ま
く
ま
園
が
、
4
月
27
日
（
土
）
に

今
季
の
営
業
を
開
始
し
、
訪
れ
た
家
族
連

れ
や
子
ど
も
た
ち
が
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
や
大

き
な
ヒ
グ
マ
を
観
察
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　
開
園
前
に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
、
は
じ
め
に
主
催
者
を
代

表
し
て
津
谷
市
長
が
「
く
ま
く
ま
園
は
県

の
方
々
、
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
が
あ
り

成
り
立
っ
て
い
る
。
今
後
も
様
々
な
と
こ

ろ
と
連
携
し
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
に

訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
施
設
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。
く
ま
く
ま
園
を
こ
れ
か
ら

も
愛
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
願
っ
て
い

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」

の
ひ
と
つ
と
し
て
世
界
遺
産
登
録
を
目
指

す
国
指
定
史
跡
「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
」
の
一

般
公
開
が
、４
月
20
日（
土
）か
ら
始
ま
り
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、
環
状
列

石
や
遺
跡
の
風
景
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
後
期
前

葉
（
約
4
0
0
0
年
前
）
の
環
状
列
石
を

主
体
と
す
る
遺
跡
で
、
こ
れ
ま
で
に
４
つ

の
環
状
列
石
を
は
じ
め
、
配
石
遺
構
、
掘

立
柱
建
物
跡
、
土
坑
墓
、
柱
穴
、
溝
状
遺

構
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
４
つ
の

環
状
列
石
を
主
体
と
す
る
、
縄
文
人
の
世

界
観
や
社
会
構
造
を
復
元
で
き
る
貴
重
な

　
森
吉
山
麓
村
輿
し
会
（
池
田
文
明
会
長
）

主
催
の
第
８
回
「
Ｂ
Ｍ

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

が
、
4
月
26
日
（
金
）
に
ク
ウ
ィ
ン
ス
森

吉
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の「
Ｂ
Ｍ

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」は
、「
バ

タ
ー
」
と
「
餅
」
の
頭
文
字
を
と
り
、Ｂ

級
グ
ル
メ
の
祭
典
で
あ
る
「
Ｂ

－

１
グ
ラ

ン
プ
リ
」
の
美
味
し
さ
と
、
笑
い
の
祭
典

で
あ
る
「
Ｍ

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
楽
し

さ
を
併
せ
も
つ
大
会
に
し
よ
う
と
い
う
思

い
か
ら
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
８
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、
従
来
の

伝
統
的
な
バ
タ
ー
餅
の
製
法
を
基
本
と
す

る
「
ク
ラ
シ
カ
ル
部
門
」
と
、
他
の
食
材

を
加
え
て
ア
レ
ン
ジ
し
た
「
ア
レ
ン
ジ
部

門
」
の
２
部
門
に
分
け
て
行
わ
れ
、
10
人

の
個
人
、
３
組
の
団
体
か
ら
、「
ク
ラ
シ

カ
ル
部
門
」
に
5
品
、「
ア
レ
ン
ジ
部
門
」

に
19
品
の
計
24
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
Ｂ
Ｍ

－

1
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
審
査
方

法
は
、
先
着
50
人
の
一
般
審
査
員
が
各
部

門
に
一
人
の
持
ち
点
1
を
投
票
し
て
上
位

作
品
を
選
び
、
続
く
最
終
審
査
で
は
特
別

審
査
員
が
各
部
門
に
一
人
の
持
ち
点
10
を

投
票
し
て
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
審
査
員
た
ち
は
ひ
と
つ
ず
つ
「
風
味
」

や
「
食
感
」
を
確
か
め
な
が
ら
試
食
し
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
様
々
な
バ
タ
ー
餅
の
出

▲ガイドに案内されながら、伊勢堂岱遺
跡を見学する来場者の方々

▲バター餅を審査する一般審査員の方々

▲テープカットでくまくま園のオープン
を祝う

▲伊勢堂岱遺跡ジュニアボランティアガ
イドがご案内

さ
ん
ろ
く


